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令和2～４年度は新型コロナウイルス感染症が猛威をふるった影響から、神奈川県内においても               

緊急事態宣言の発令により営業自粛や外出の自粛などこれまでに経験したことのない生活が強いら

れた期間でありました。また、感染防止対策から、事業が中止になったり、規模を縮小して開催し

たりと当地区委員会にとっても思うような活動ができませんでしたが、委員会では、これまで様々

な取組や活動を行ってまいりましたので、その内容の一部をご紹介させていただきます。 

 

                               

            

                                              

 

 

 

 労働災害の未然防止に！より「安全で安心な職場環境」を 
目指し危険個所の発見と対応策を検討しました。  

 

県央地区委員会では、厚木・大和・相模原・海老名・座間・綾瀬及び愛甲

郡に所在する産業廃棄物処理業者の仲間とともに活動しています。 

見落してしまっているもの・場所・動作などハッとすること
もしばしば。ともに刺激しあって意識を高め、安全安心な職場
づくりに努めています。                                      

◆安全衛生パトロール◆ 

最新の法令改正や行政の環

境関連対策など、有益な情

報やレアな情報が得られる

貴重な勉強会です（令和５

年度実施済み）。 

◆年度ごとに開催する「行政との勉強会」◆ 

◆特定家畜伝染病対策防疫演習◆ 
特定家畜伝染病対策防疫演習が、神奈川県総合防災センターにおいて実施され、実動訓練に参加し

ました。死亡豚の入ったフレコンバッグを積んだユニック車を移動し、水が入った密閉容器を平積み

したパレットをフォークリフトで移動し、パレットに積まれた密閉容器をフォークリフトでトラッ

クまで移動し、パレットをフォークリフトで搬出トラックに積込む作業訓練を実施しました。 

 

フレコンバックを移動 ラッピング済密閉容器移動 

 

県央地区委員会

密閉容器に移す作業 
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30年度は厚木・座間・海老名市の地域をパトロールしました。 
◆不法投棄合同パトロール（主催：県央地域廃棄物対策推進協議会）◆ 

◆県央地区セミナー◆ 

産業廃棄物の適正処理技術や関係法令の動向などの最新情報を学ぶとともに、災害発生時の連携と 

対応を学習するほか、地区会員相互の情報交換を密に行い、地区会員の意識向上及び協会の社会的認 

知度の向上を図るために地区セミナーを開催しました。 

 

 令和元年東日本台風は相模原市津久井地域を中心にかつてない被害をもたらし、尊い命が亡くな

りました。記録的な豪雨に見舞われ城山ダムでは運用開始以来初の緊急放流が実施されました。 

 また、相模原市内の養豚場では、令和3年に豚熱が発生し、関連施設を含む3か所で4,109頭

の殺処分を実施し、防疫措置作業には14日間、延べ3,500名が対応した等の内容でした。                

◆津久井地域不法投棄撲滅キャンペーン◆ 

このキャンペーンは、津久井地域の不法投棄防止を図るため、地域住民、事業者、関係団体及び

行政機関が一体となって、不法投棄撲滅を地域から訴えるとともに、散乱ごみや不法投棄物の回収

等を行うもので今や恒例の行事となっています。「不法投棄をしない・させない・許さない」のエコ

バックを配布し、ちらしによる不法投棄防止の呼びかけを行うことにより普及啓発活動を実施しま

した。 

 

令和４年度の演台は、 

①  令和元年東日本台風を乗り越えて 

② 特定家畜伝染病発生時の対応 

②  相模原市で発生した豚熱の概要  

～レンダリングの作業を中心に～ について 

                    学びました。 

 厚木市・座間市・海老名市・綾瀬市・大和市・愛川町・清川村の地域をパトロールします。 
◆不法投棄合同パトロール（主催：県央地域廃棄物対策推進協議会）◆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入会は随時。

＜＜＜地区委員メンバーのご紹介＞＞＞ 

尾島 洋委員長（中央カンセー㈱ ）、橋本 修副委員長（㈱大環サービス）、原  正弘副委員長(㈱清和サービス) 

廣木 直江委員(㈱昌和プラント)、飯室 由美子委員（㈲飯室商店 ）、 高橋 京治委員(㈱日環 )、 

辰巳 龍昭委員（富士見産業㈱）、田墨 道治委員（㈱タズミ）、長谷川 雄一委員（和興建清㈱）、 

井上 善勝（セントラル総合サービス㈱）、浦部 大輔委員（㈱旭商会）、飯塚 俊光委員（㈱三凌商事）、   

齋藤 隆利委員(㈱大空リサイクルセンター)、尾形 拓雄委員(㈱セイワ ）、渋谷 清心委員(㈱エスアール 、 

木村 和彦(㈱ハチオウ)                                                     以上16社 

神奈川の『へそ』県央地区で、面白い仲間たちと活動しませんか？ 

令和５年度もさわやかに走り抜けます！！！！！ 
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東京都と白井グループ㈱とが共同で実施したモデル事業「環境負荷低減と経済性向上のための IT

を駆使した次世代型廃棄物資源物流網の構築」の実証実験から得たものがどのように業務に生かさ

れているのかを学びました。見学は、廃棄物・リサイクル費用の５０％以上を占める物流経費の大

幅な削減を実現するため「AIを活用した配車システム」や「GPSを活用したトレサビリティシス

テムの導入」、さらには「Eラーニングによるドライバー研修の実施」、「ネットワーク各社との共同

運行及び連携収集の実現」など、いろいろな取り組みを模索、実施について学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施設見学会◆ 

 

 


